
平成 28 年度 大阪府立交野支援学校 第２回学校協議会 報告 

１．日時・場所 平成２８年１２月５日（月） 午前１０時００分から１２時００分 四條畷校音楽室 

２．出席者 【学校協議会委員】 

金見 幸夫 元大阪府立学校長 

八尾 康典 交野自立センター所長 

大河内 孝子 交野市森地区区長 

小西 均  

関 真美 大阪府立交野支援学校 PTA会長 

西田 由紀子 大阪府立交野支援学校四條畷校 PTA会長 

【事務局】 

校 長 井上 昌二 准校長 松尾 光雄 

事務部長 仲辻 昌造 四條畷校教頭 南 佐和則 

本校教頭 藤野 洋子 四條畷校首席兼中学部主事 溝部 晃輔 

本校教頭 本川 隆文 四條畷校首席兼高等部主事 ＊村上 智則 

本校首席 丹羽 はるか ＊公務のため欠席 

本校首席 相馬 寿子 

３．次第 (１)校長挨拶（井上校長） 

(２)「学校経営計画」進捗状況について 

(３)「学校教育自己診断」について 

(４)「授業アンケート」について 

(５)その他（教科書選定報告・四條畷校内部改修工事について等） 

(６)意見交換 

(７)准校長挨拶(松尾准校長) 

４．報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊≪本校「学校経営計画」進捗状況≫ 

【中期的目標】１．安全安心な学校づくり 

（１）災害時の対応に向けた取組み 

・教職員でシミュレーションを行い、「大災害時の対応マニュアル」におけるそ

れぞれの役割を確認し、課題を挙げた。 

・薬剤の扱いについて、バスと再確認した。 

・２台目の AEDを PTAで購入。 

（２）安全安心な医療的ケアの実施 

・ホワイトボード等視覚的に確認し、チェック体制を強化している。 

  ・今年度から常勤看護師を３名配置。泊行事にも同行した。 

（３）人権に配慮した教育活動の推進 

・外部講師による「合理的配慮について」等教員研修を実施している。 

・「情報セキュリティーポリシー」の見直しを進め、今年度中に周知する。 

【中期的目標】２．専門性の向上に対する取組み 

（１）授業改善・授業力向上のための取組み 

・初任者１４名全員の研究授業を実施し、その後の研究協議にも力を入れた。 

・専門的な外部研修に教員を派遣し、伝達講習を実施した。 

・校内全域に無線 LANも設置できた。授業における更なる ICTの活用をめざす。 

・各学部にて授業のアーカイブ化にも取り組んでいる。 

（２）自立活動における専門性向上に向けた取組み 

・外部人材（PT,OT,ST等）活用は計画通り進めている。人材バンクなども活用。 

（３）自立活動における新しい取り組みの充実 

・外部講師による校内研修を実施し、スパイダーやスヌーズレンを活用した授業

の充実を行った。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「個別の教育支援計画」新様式の運用を始めた。 

【中期的目標】３．キャリア教育の推進 

・授業において「学校」「学部」でそれぞれテーマを設定し、研究授業と研究協

議を行っている。地域の学校にも案内し、公開している。 

・「キャリアプランニングマトリックス」試用版ができ、各学部で検証中。年度

内に完成版を作りたい。 

  ・高等部クリエイティブコースでは、外出販売や四條畷市中学校へ出張授業を行

うなど、校外に向けて取組みを発信している。 

【中期的目標】４．センター的機能の充実 

・今年度は２名を新しくコーディネーターに指名した。 

・市教委等からの巡回相談や講師派遣等の要請には全て応じている。 

 

 
＊≪四條畷校「学校経営計画」進捗条項≫ 

【中期的目標】１．安全安心な学校づくり 

  ・人権研修２回実施、保護者からも評価していただいている。 

  ・「大災害時の対応マニュアル」作成中。阪神淡路大震災を経験された方による

研修も実施した。 

  ・個人情報誤配付防止に向けた地道な取り組みを実施中。研修を９月に実施。 

  ・情報管理規定も今年度中に改訂予定。 

【中期的目標】２．授業力及び専門性の向上と交流及び共同学習 

  ・初任者５名の研究授業実施中。ベテラン教員が行う授業の見学も指示している。 

  ・コーディネーター中心に、支援学校経験がない転任教員への研修も実施。 

  ・地域の学校との交流は例年通り実施。 

【中期的目標】３．社会的自立への支援の充実 

・地域への巡回指導は要請に応じて行っている。 

・高等部３年生については、企業就労はないが、それに向けた進路へも進む予定。 

・キャリアマトリックス（名称は親しみやすくする予定）は年度内には完成予定。 

【中期的目標】４．センター的機能 

  ・初任者もコーディネーターに同行し、地域支援の実際の現場を見学している。 

【中期的目標】５．家庭及び地域諸関係との連携 

・生徒の健康管理において、肥満防止のため、毎日体重測定するなどの取り組み

を継続中。 

・HPをリニューアル。保護者の評価も上昇した。 

 

 
＊≪本校 学校教育自己診断アンケート報告≫ 

・児童生徒へのアンケート結果は第３回学校協議会にて報告する。 

  ・教職員の回答では、『インシデント、ヒヤリハット報告の活用』『効果的な研修』 

の項目で肯定的意見が上昇した。『大災害時の対応』は教職員への周知が改め

て課題。『キャリア教育』『自立活動』『児童生徒への人権』に関する項目につ

いては、各学部や学年会で検証する。 

  ・保護者の回答から『教職員間での情報共有』『進級・進学時における情報の引

継』などの課題があがった。『個別の教育支援計画の活用』に関しては、今年

度から新様式を取り入れている。 

＊≪四條畷校 学校教育自己診断アンケート報告≫ 

・生徒分については学校生活・泊行事や校外学習等を楽しんでいるという回答を

多くもらいうれしく思う。 



 社会のルール・命の大切さについての教育など肯定的な回答が低い部分につい

ては教職員で結果を共有し、引き続き地道に取り組みたい。政治教育について

は四條畷市の選挙管理委員会の協力も得て進めている。 

クリーンコースの生徒は、地域にある老人施設での実習にも定期的に取り組ん

でいる。（地域の入浴施設には学校での教育活動にご協力もいただいたりして

いるので、）当該施設の周辺の清掃活動等も計画している。 

・保護者からは学校の教育活動全般について、おおむね肯定的にとらえていただ

いているが、施設設備についてはまだ不十分との回答が多い。２９年度に向け

ては大改修が予定されている（別途説明）。今年度は校舎内・校舎外の手すり

の整備に力を入れた。ＨＰもリニューアルしている。昨年度よりは評価してい

ただいている。今後も積極的に情報発信していきたい。 

・教職員アンケートからも課題が指摘されているが、組織で分析し、対応してい

きたい。 

＊≪本校 授業アンケートについて≫ 

  ・アンケートは年 2回実施（参観されていない方にも工夫して実施）。研究授業・

公開授業と合わせて授業改善をめざしている。 

  ・小学部では 98％、中学部 85％、高等部 86％の肯定的回答。療育園（看護師に

回答依頼）にも、肯定的評価をいただいている。記述式の回答は教員に公開し、

授業改善に生かしている。 

＊≪四條畷校 授業アンケートについて≫ 

  ・中学部では 95％、高等部では 95％の肯定的回答。記述式に関しても、1学期よ

り 2学期のほうが肯定的な評価が増えている。 

 

＊≪本校・四條畷校 教科書について≫ 

  ・別紙資料のように、両校等も児童生徒の実態を考慮して教科書を採択している。

同じ教科でも、児童生徒によって採択する教科書は異なる。 

 

＊≪四條畷校 校舎内部改修工事について≫ 

  ・現在、校舎の 1～3 階を使用しているが、より生徒の安全性を高める目的で、

平成 29年度からは使用エリアを 1，2階に集約する。このために 29年 1月～3

月にかけて改修工事を行う。（別紙見取り図の通り） 

  ・この工事に伴い、トイレの一部についても乾式のトイレに全面改修する。全面

改修するトイレについては保護者の意見も参考に教職員で優先順位を決定し

た。この工事は騒音等のこともあり、29年夏季休業中に実施予定。自治会にも

連絡を取っている。 

 

５．協議内容 

 

＊体罰調査について 

・報道されたように府立支援学校全校で調査を行い、その結果「不適切な指導」が

いくつか報告された。本校・四條畷校とも今回の報告には挙がらなかったが、何

かあればすぐに学校協議会委員の方々へ連絡する。 

・校長へのホットラインについては、制度設計中と聞いている。 

・体罰はもちろんよくないが、普段からの学校と家庭との信頼関係も大切だと思う。 

・支援学校はチームティーチングなのでチームとして安全・安心に取り組んでほし

い。 

 



＊鳥取地震時の対応について 

・本校では管理職・首席がすぐに事務室に集まり、児童生徒教職員の安全確認を行

った。各教員の動きも適切であった。状況に応じて児童生徒への心のケアも行っ

た。 

・四條畷校では幹部職員中心に対応した。組織としての対応には不十分なところも

あったので、今後の対応の確認を丁寧に行った。 

 

＊外部人材等の活用・地域での防災訓練について 

・外部専門家として理学療法士(PT)に来ていただき指導助言をいただいている。資

格をもっている教員もいるが、教員として採用され勤務している。教員は教育活

動の一環で子どもを指導し、訓練とは違うことを説明した。 

・交野市森地区では防災訓練として煙体験と釜石市小学校の元校長（現交野市立小

学校長）の講演を行ったとのこと。『釜石の奇跡は、奇跡ではなく日ごろの訓練

の成果が発揮されたもの』学校でも日ごろの訓練を大切にしてほしい。 

 

＊学校教育自己診断について 

 ・診断結果について「％」で報告されている。一見少ない値であっても数名の人数

になる。そのことも踏まえ検証してほしい。 

・教職員のストレスチェックが今年度から始まった。教職員には授業・介助・自立 

 活動・医療的ケア等求められるものが多種多様であるが、教職員の心身の健康も 

大切なので、時間を区切って勤務することを進めている。仕事量のスリム化にも 

取り組んでいきたい。 

 

＊授業アンケートについて 

・支援学校の授業を地域の学校の先生に見ていただくことも、支援学校の生徒が地

域へ出ていくのもよいことだと思う。そのような機会をこれからも大切にしてほ

しい。 

  

＊教科書の採択について 

・採択した教科書は有効利用してほしい。それと同時に先生方が教材研究して作ら

れた教材にも期待している。時間外勤務のこともあるが、ぜひ頑張っていただき

たい。 

 

＊四條畷校の内部改修について 

・生徒の活動の妨げにならないよう、安全を第一に工事を行ってほしい。 

 

【＊委員からのご意見・ご要望】 

 ・先生方の日々の努力に感謝したい。 

 ・先生方に求められるものが日々変化している中職務遂行も大変だと思うが、心の

健康にも留意し、また学校でもその支援の体制づくりをお願いしたい。 

  

 


